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縄文中期の動 ・植物遺体の検出
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1は じめ に

長野県更埴市屋代遺跡群の縄文 中期集落主体部調査では、コンテナ約2900箱 の土器 ・石器の

他に、土嚢袋300の 土壌 を選択的に採集 した。しか しなが ら整理期間の制約上、実際に資料化

できた微細遺物はご く一部 となった上、報告書ではその経緯を十分解説で きなかった(水 沢

2000)。 そこで本稿では、改めて土壌の採集か らそれらの資料化の過程 を明示 し、そこか ら得

られた成果 との対比を行っていきたい。

屋代遺跡群⑤b区 東壁 XII-1層 にぶい黄褐 ～黒褐色 シル

ト 上部が明瞭に黒色化。全体
に黒色化 したためXII-2層 との

境が不明瞭な地点がある。縄文

時代後期の焼土跡と堀之内1式
土器が出土。

XII-2.3層 にぶい黄褐～黒褐色 シ

ル トXII-2層 は黒色化層、下

部の母材層がXII-3層 である。
屋代遺跡群④区以南では、比較

的砂質であった皿～XI層 に対
し、XII-1～2層 を境 に粘土質
に変化す る。XII-2層 では、ほ

ぼ全域で炭化物粒の混入が目立
つ。屋代遺跡群⑤区の集落のほ
か、広い範囲で中期後葉の加曽

利E式 期の遺物が出土。

XIII層 にぶい黄褐～黒褐色 シル ト
3面 に分離可能だが、砂層を挟

まないため不明瞭。最も黒色化
が進むXIII-2層では、中期中葉
の集落 と勝坂式土器 などが見つ

かっている。

)qv層 黄褐～黒褐色 粗砂～シル ト

屋代遺跡群⑤ ・⑥区では頻繁に

砂の堆積が認め られる。シル ト

質 で黒色化す るXN-1b層 か ら
砂にシル トが混 じる2層 に住居
跡などの遺構が集中する。他の

細別層位でも砂層上に焼土跡が
認められる。いずれ も中期前葉
・五領ヶ台II式期 である。

図1屋 代遺跡群の基本層序(報 告書より引用)
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II微 細 遺 物 採 集 の 視 点

屋代遺跡群の集落主体部は、北側 を

流れる旧千曲川によって形成 された自

然堤防上に立地 している。このような

場所 を選択 して継続的な集落を営んだ

背景 を、a遺 跡景観の復元 と人々の介

入の様相、b各 種原材料の調達の実体

の解明、c食 物 リス トの作成、 という

3つ の課題 に置 き換 え、現場での資料

採集 を以下の通 り行 うことにした。

IIIサ ン プ リン グ と選 別

遺跡 の状況 中期 後葉(加 曽利EII

～N式 併行期)の 約80軒 の建物跡が検

出されたXII-2層 は、下部のXII-

3層 が人間活動などによって黒色化 し

たもので、地表下4m広 が る。直上に

は後期前葉の遺構がごく少数検出され

たXII-1層 が堆積 している(図1)。

更に下のXIII層 は中葉の生活面である。

ただ し、砂 ・シル トの堆積→居住→砂

・シル トの堆積 というサイクルによっ

て、XII-2層 への後期前葉や中期中

葉の遺物の混入は限 りなく0に 近い。

また、それ以降現代 までの撹乱は中世

の井戸の底が2ヶ 所程度到達 していた

のみであった。そのためXII-2層 集

落面には、後世の撹乱 を免れた多大 な

情報が凝縮 されていることが予想 され

た。そこで発掘調査 では、選択 した遺

構の埋土(図3)を 集中的にサンプ リ

ングし、整理作業で土壌内の微細遺物

の水洗選別等を行 うことにした。また、

中期中葉のXIII層 や、前葉(五 領 ヶ台

II式併行期)の22軒 の竪穴住居跡が検

出されたXIV層 の資料 も補足的に採取

図2SB531・SB5341サ ンプリング地点(報 告書 を改変)
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図3屋 代遺跡群)皿一2層 下面土壌サンプ リング遺構
1
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図4炭 化物 をす くう 図50.5mmメ ッ シ ュ

図60.25mmメ ッ シ ュ 図7作 業経過の記録

した。その詳細を表1に 示 し、以下表1の 項目に従って解説を行 う。

採取種別 サンプ リング方法は、大きく以下のように住居埋土 を対象 とした① とそれ以外の②

に分かれる。①住居埋土:2層 ・4層 に大形の炭化物が集中していた竪穴住居(SB5311)と 、

1・2層 、2・3層 層理面に焼土が集 中していた竪穴住居(SB5341)の 企埋土の約1/4の

層位的採集(図2)。 ②住居以外の埋土:全 住屈の埋甕(SB内)内 土壌の採集、住居の炉内焼

土の部分的採集、土坑(SK)・ 遺物集 中(SQ)・ 不明遺構(SX)内 土壌の部分的採集。①、

② とも層位が明確なものは層位的にサンプリングしたが、埋甕は故意の半割 を避けるため、層

位にかかわらず一括採集 とした。

サンプル量 「一次サンプル量」 とは、上記の現場での採集量であ り、採集単位 とした±嚢袋

数を記載した。これ らはシル ト質土壌のため、乾燥 した場合の固化 と遺物の破損を回避する目

的で、土嚢袋 ごと大 ビニール袋に入れて、4年 間倉庫床面に保管 した。その後整理期間の制約

から刷2全 てのサ ンプルに優先順位 をつけて、二次的なサ ンプ リングを行い、その量を 「二次

サンフ.ル量」 とした。

選別方法 まず 「採取種別」①については以下の工程A・Bの 方法を基本セットとして採用 し

だ 誌3)。ただ し先の理由か ら土壌 は乾燥 させず、直接作業に入った。

工程A。 丁寧な箭い分け
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各土嚢袋 か ら2000cc採 取 す る→ その うちの200ccに つ いて ウォ.___.ター フロー テー シ ョン を行

う(浮 いた ものは 「サ ンプルA」)(図4)→0.5mmメ ッ シュの節 で水 洗選 別す る(残 った もの

は 「サ ンプ ルB」)(図5)→0.25mmメ ッ シュの笛 で水 洗選 別 す る(残 っ た もの は 「サ ンプ ル

C」)(図6)

工 程B.ラ フ な育帝い分 け

工程Aの 残 りの1800ccを ウ ォ.____タ.___フ『ロー テー シ ョンす る(浮 いた ものは 「サ ンプルA」)

→1mmメ ッシュの節 で水 洗選 別す る(残 った ものは 「サ ンプルD」)→0 .5mmメ ッシュの節 で水

洗選別 す る(残 った ものは 「サ ンプルB」)

採 取種 別① の場 合、 同一 地点 で土嚢袋 が複数 あ る場合 は、 それ ぞれの土嚢 袋か ら工程A・B

を1セ ッ トずつ行 ったため 「二次サ ンプル量」 に2000ccよ り も多 い量 が記載 され てい る。 その

場・合は、 「選別 方法」 の欄 に 「A」(工 程Aで 育缶い分 け た もの)、 「B」(工 程Bで 育缶い分 けた も

の)、 が い くつのサ ンプル分 行 われ たか(例 えば 「×7」 は それ を7袋 分行 った こ とを示 す)

を示 した。

種別② も、種別① の方 法 に準 じたが、時 間的 な制約 か ら期 間の終gym.には、200ccを 対 象 に し

た工程Aの み に限定 し、残 りは良好 な結果 が得 られそ うな場合 に限 って工程Bの 方法 で含缶い分

けた。 また埋 甕 は、工程Aの 残 りを全 て1mmメ ッ シュ の舗 まで行 う 「工程B'」 を追加 した。

ただ しそれ らの場合 は重量(g)の み で作業 量 を表示 したにす ぎない(註4)。

仮 分 類作 業 水 洗 の終 了 した サ ンプ ル は200ccを 舗 っ て採 取 され た もの(工 程A)と1800cc

(工程B)と に分 け、更 に メ ッシュ別 に200cc「 サ ンプルA」(=「200A」 以 下同様 に略)、200

B、200C、1800A、1800B、1800Dと し てシャー レー に保 管す る(図7>。 これ らそれぞれ を

作業員 が実体 顕微鏡 下 で 「クル ミ」、「ク リ」、 「不明片 」、 「種子 」、 「木 の皮 」、 「粟 オ コシ」、 「果

実P」 、 「炭化 片」、 「魚骨」、「不 明骨片」、「歯 」、 「貝類」、 「虫」、 「石 器 ・石 」、 「土器」 に仮分 類

して(「 作業員検 鏡時拾 い出 し遺物」)ス ク リュー瓶 な どに保管 し、 さ らにその有無 を○ ×方 式

で一覧表化 した(図7)。'ま た植物 遺体 の細分 が可能 で あ る場合 は、例 えば 「アカザ」、 「ギ シ

ギシ」 な ど とい うように特記 して もらった。 「魚骨」 は 「椎 骨」 とそれ以外 に分 けて記載 した。

「採 取種別」 とこれ ら との関係 は、② 埋甕 ・その他 の遺 構 よ りも、① 選択住 居 の埋 土1/4

の 情 報量 が格段 に多い こ とが解 る。 ただ それは、二次サ ンプ ル量 に比例す るとも見受け られ、

それゆ えに一 次サ ンプル を全 て籠 い切れ なか った点が惜 しまれ る。

採集遺物 とメ ッシ ュの関係 今 回の作 業 では、魚類 遺存体26点 中14点 が0.5mmメ ッ シュに よ る

検 出、7点 が1mmメ ッ シュ、2点 が0.5mmメ ッ シュか1mmメ ッ シュ、1点 が0.5mmメ ッ シュか1

mmメ ッ シュでそ の他 は不 明 であ った。 また、炭化植 物 遺体 の うち、オ ニ グル ミ核 は0.5mmメ ッ

シュで得 られた ものが多 く、 フローテー シ ョン ・1mmメ ッ シュが若 干含 まれ ていた。 ク リ果皮

も0.5mmメ ッ シュの ものが 多い。 この他 の果実 ・種 子類 は、 スベ リヒユ近似種 種子 が0.25mmメ

ッシュで得 られた他は、 フ『ローテー シ ョン ・1mmメ ッ シュ ・0.5mmメ ッ シュで検 出されて いる(註5)。

今 回の結果 か ら、 魚類遺 存体 ・植物 遺存体 双方 にお いて、 フロー テ.____ショ ン と1mm・0.5mmメ

ッ シュの水洗笛 の併用 の有効 性が 改めて確 認 で きた といえ よう。
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IV分 析 の 結 果

1998年 度末に、「作業員検鏡時拾い出し遺物」 を植物遺体群 と動物遺体群 に分けて、それぞ

れの専門家に送付 し、結果をいただいた(「最終報告遺物 と個数」)。ここでは報告書に基づい

てその概況を述べ る。

1縄 文時代の植物利用

資料抽出時の問題 縄文時代の炭化植物遺体では24分 類群が同定 された(辻 ・住 田 ・辻2000)。

しか しながらこの他に未炭化植物遺体10分 類群が検出され、何 らかのコンタ ミネ.___ションが指

摘された。水洗選別が密閉された室内で行われたことを考慮すれば、1993年 春～夏の土壌採取

時、発掘現場か ら上 田整理棟 までの運搬時 もしくはその後1998年 春 までの倉庫での保管時など

の混入が想定 され る。 ここでは鑑定結果に従って論を進め、今後の課題 としたい。

中期後葉の穀類 さて、今回報告 された植物遺体群では 「コムギ属」・「キビ」のような穀類の

「炭化胚乳」がまず注 目される。これ,らは全て種別①によるSB5311の2層 ・4層 堆積物 に限定

され、他の遺構 での出土は皆無である。特にコムギ属 とキビが出土 した2層 は未炭化植物遺体

の混入す らみられないことか ら、 これらが実際に中期後葉の食物残澤の廃棄層中に存在 した可

能性が極めて高い。縄文時代のキビは青森県風張遺跡縄文後期の例が注 目され、ソバ(山 田 ・

椿坂1991)と 同様 に北方からの伝播が推測されている(宮 本2000)が 、屋代遺跡群 の資料か ら、

その存在は後 ・晩期か ら中期後葉へ一気に遡ることになる。これは屋代遺跡群の人々の生業 と
♪ 大 きく関わる課題 であり

、今後の資料の著積が期待される。

食用植物の特色 一一方、副次的な食用植物 としてはSB5353炉 灰中の 「シソ科果実」、SB5311

他で出土 した 「ニワ トコ属種子」、SB5324埋 甕中の 「ブ ドウ属種子」が注 目される。 シソには

様々な野草が含 まれるが、中でもシソ属のエゴマ ・シソは県内でも荒神山遺跡 ・大石遺跡 ・曽

利遺跡などで、炉石の側か ら固形の状態で確認されている(松 谷1983)。SB5353で も炉灰 中か

らの検出であることは、食用 さとれた可能性 を推測させる。後2者 は酒造 りの原料 を含む とも

考えられている(辻 編2000)。

この他の食糧資源 としてはクリに対 して 「オニグル ミ核」の検出量が埋甕 を中心に多い点が

注 目され る。屋代遺跡群では中期後葉の住居の建築部材 ・i薪材の95%が ク リであることか ら

(高橋2000)、 周辺植生 として クリが欠落しているとは考 え難 く、これらが選択的に利用されて

いた可能性(辻 ・住田 ・辻2000)を 裏付けている。さらに中野市栗林遺跡では多量に貯蔵され

たオニグル ミを交換財 としていた可能性が指摘 されてお り(関1998)、 その利用方法は、多方

面か ら検討すべきものであろう。

有用植物 と雑草 その他草本類 としては 「人間の撹乱によってできる荒れ地あるいは日当たり

の良い環境に繁茂す る」ことで特徴づけ られる植物群が報告 された(辻 ほか2000)。 古代の溝

・流路で一定量出土 したアサは、ここでは残念ながら同定されなかった。

出土状況 と時期毎の特色 各サンプルの 「作業員検鏡時拾 い出 し遺物」の項 目には最低 でも

「H」(炭 化物)と 「2」(不 明骨)が 記載 されてお り、これらが遺構埋土に広 く混入 していた

ことがわかる。ところが、科 ・属 ・種 などが特定 されたものは、中期後葉は住居跡埋土、前葉
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表1 屋代遺跡群微細遺物検出過程一覧表

採取
種別

縄
文中

期
時期

区
分

遣構名

層位(()内

は旧層 ・旧
番号、埋甕
が1つ の 場
合は番号付
記せず)

一次サ

ンプル
量(単
位が無
いもの
は土嚢
袋数)

二次サ ンプ
ル 量(単 位
が無いもの
はcc)

選 別方 法(規
定の堆積 と異
なる場合のみ
()内 に量を
記 載、A・B
は工程、単位
が無いものは
cc)

作業員検鏡時
拾い出し遣物(
Aク ル ミBク
リC不 明D種
子E木 の 皮F粟
オ コシG果
実?H炭/1魚
骨2不 明骨3歯
4貝類)

最終報告遣物と個数(炭 化植物遺体/同 魚
類遺存体/同 動物遺存体の順、空欄はな し、植物部位

=コ ムギ属 ・キビ ・イネ科は 「胚

乳」、オニグル ミは 「核」、ク リは 「果皮」、
トチノキは 「種皮」 ・カラムシ属 ・ギシギ
シ属 ・タデ属 ・シソ科は 「果 実」、アカザ
属 ・スペリヒユ ・キハダ ・マメ科 ・ブ ドウ
属 ・ス ミレ属 ・ニワ トコ属は 「種子」

未炭化植物遣体

①埋
土の
1/4
採集

後葉 SB5311 1層 7 14000 ABx7 ACDH123

オニ グル ミ5・ ギシギシ属1・ ア カザ属1・
ミズキ1・不 明種子1/硬 骨魚綱椎骨2・ 同
棘 など3・ 同椎骨1/哺 乳綱2・ 噛歯 目指 趾
骨1

キク科果実2

0 後葉 SB5311 2層 5 10000 ABxS ABCDFGH234

コムギ属1・ キビ1・ イネ科1・ オニグル ミ5
・クリ1・カラムシ属1・ サナエタデ近似種

1・ アカザ属1・ キハダ1・ マメ科A1・ ス ミ
レ属1・ 不明種子2/イ ノシシ歯1・ 哺乳綱2
・イヌ科歯1

0 後葉 SB5311 4層 16 28000 ABx14 ACDEFGH1234

イネ科1・ オニ グル ミ2・ カラム シ属1・ タ
デ属A1・ キハダ1・ マ メ科A3・ マ メ科B1
・ニワ トコ属1・ 不明種子6/ド ジョウ科椎

骨1・ コイ科椎骨5・ サ ケ科歯3・ 硬骨魚綱
椎骨2/嘱 歯 目下顎切歯2・ 同歯1・ 哺乳綱
指趾骨1・ イノシシ歯1・ 不明動物遺存体1

イネ科 穎1・ オ
ヒシバ 胚乳1・
アブラナ科種子
1・ キク科果実2

0 後葉 SB5341 埋土 1 2000 ABx1 ACDGH23 オニグル ミ1・鱗球1

0 後葉 SB5341 2層 13 2100
A(100)x1,
ABxl ACDFGHI2

オニグル ミ3・ニワ トコ属2/コ イ科椎骨
1/不 明動物遺存体1

0 後葉 SB5341 3層
1袋 と
75008

1900
Ax2,
AB(1500)x1 ACDH2 オニグルミ1・ニワ トコ属1

0 後葉 SB5341 4層
7袋 と
60008

4400
Ax2,
ABx2

ABCGHユ23 オニグルミ1/コ イ科椎骨1・ 硬骨魚綱椎骨
1/不 明動物遺存体2

アブラナ科種子
1

0 後葉 SB5341 5層 16 6200 Axl,ABx3 ABCDGH2 オニ グル ミ4・ ク リ3 キク科果実3

②炉
・埋

甕な
ど

後葉 SB5311 P1中 土器内 1 1700
Axl,
A(100)x1,
B(1400)x1

CDFGH2

0 後葉 SB5312 埋甕中 18608 200 Axl CH2

O 後葉 SB5312 チップ集中 1 100g A(100g)x1 CH24

0 後葉 SB5312 トレンチ 1 100g A(100g)x1 CH24

0 後葉 SB5314 埋甕1(外) 97508 1700
Ax2,
B(1300)x1 CH2

O 後葉 SB5314 埋甕2(内) 8858 200 Axl CH2

0 後葉 SB5316 埋甕1(1) 90008 200 Axl CH2 オニグル ミ1・カラムシ属1

0 後葉 SB5316 埋甕3(2) 15008 12800 Ax1,B' CH2 オニ グル ミ1・ トチ ノキ・1・マ メ科Bl

0 後葉 SB5316 埋甕8(3) 4908 250
Ax1,
A(50)x1 CDH2 キク科果実1

0 後葉 SB5316 埋甕5(4) 22408 2020 Ax1,B' CH2 オニグル ミ1

0 後葉 SB5316 埋甕7(6) 22108 200 Axl CDH2 ヒユ属種子1

0 後葉 SB5316 炉炭層 1 200 Axl GH2

0 後葉 SB5316 炉灰焼土層 2 2000 ABxl CH13 サケ科歯2・ コイ科椎骨11

0 後葉 SB5317 埋甕中 8008 200+300g
Ax1,
B(3008)x1 ACDGH2 キク科果実1

0 後葉 SB5319 埋甕中 110008 200+108008 Ax1,B' ACDGH2 オニグル ミ1・マメ科C1

0 後葉 SB5319 埋甕7(3) 1250g 200 Axl CH2

0 後葉 SB5319 埋土 33008 200 Axl H2

O 後葉 SB5319 炉底部土器内 11808 200 Ax1 CDH2

0 後葉 SB5319 焼け粘土 22508 200 Axl H2

O 後葉 SB5321 埋甕2(1) 85008 200 Ax1 CH2

O 後葉 SB5321 埋甕1(2) 31008 200 Axl CH2

0 後葉 SB5321 床下焼土 30g 15 A(15)xl D2

0 後葉 SB5323 埋甕中 69608 200 Ax1 DGH12 不明動物遺存体1 キク科果実1

0 後葉 SB5324 埋甕中 10000g 400+94008
Ax2,
B(94008)x1 CH23 ブ ドウ属1/嘔 歯目歯1

0 後葉 SB5325 埋甕3(1) 1 200 Axl ADGH2 オニグル ミ核1 キク科果実1

0 後葉 SB5325 埋甕7(2) 1 100 A(100)x1 CH2

0 後葉 SB5325 埋甕1(3) 1 100 A(100)x1 CH2 オニグル ミ1

0 後葉 SB5325 埋甕6(4) 1 200 Axl FH2

0 後葉 SB5325 埋甕2(5) 120g 50 A(50)x1 CDH2

0 後葉 SB5328 埋甕 1 100 A(100)x1 CH2

0 後葉 SB5332 埋甕7(1) 207008 200 Axl CH

0 後葉 SB5332 埋甕5・6② 138008 200 Axl CH12 不明魚骨8
0 後葉 SB5335 埋甕内 70008 200 Axl CH2

0 後葉 SB5335 炉灰1層 11408 200 Ax1 CDH2

O 後葉 SB5335 炉灰2層 2108 200 Axl CH2

0 後葉 SB5335 炉灰3層 1 300
Ax1,
A(100)x1 CH2

0 後葉 SB5335 炉灰4層 14808 200 Axl H2

0 後葉 SB5335 炉灰5層 9658 200 Axl H2

0 後葉 SB5335 炉灰6層 30008 200 Axl H2

0 後葉 SB5336 埋甕1 44608 400+34608 Ax2,B' ACDH24 オニ グル ミ1

0 後葉 SB5336 埋甕2(2) 16608 200+11608 Ax1,B' ACDGH24 オニ グル ミ1・アカザ属1
ザ クロソウ属近
似種1

0 後葉 SB5337 埋甕14(A) 90008 200+85008 Ax1,B' CDH2

0 後葉 SB5337 埋甕12(B) 57008 200+53008 Ax1,B' ACH2 オニ グル ミ1 イネ籾1

0 後葉 SB5338 埋甕2(2) 68308 200 Axl DGH12 チョウジタデ属近似種1/硬 骨魚綱4
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0 後葉 SB5340 埋甕 1 100 A(100)x1 CDH2

0 後葉 SB5341 埋甕 24508 200 Ax1 CH2

0 後葉 SB5343 埋甕 57008 200 Ax1 H2

0 後葉 SB5344 埋甕 25908 25908 A(25908)x1 ACEH2 不明動物遺存体2
0 後葉 SB5345 埋甕1(1) 400008 400+39008 Ax2,B' ACDH124 オニグル ミ2/硬 骨魚綱椎骨1

0 後葉 SB5345 埋甕3(2) 55008 200+50008 Ax1,B' ACH2 オニグル ミ1

O 後葉 SB5345 埋甕2(3) 13008 200 Axl H2 オニグル ミ1
O 後葉 SB5346 埋甕2(B) 2 300 Ax1,A(100)xl AG23 オニグル ミ1/噛 歯 目歯3
0 後葉 SB5350 埋甕7(2) 185008 200+180008 Axl,B' ACH2

0 後葉 SB5350 埋甕6(3) 188008 200+183008 Axl,B' AGH2

0 後葉 SB5351 埋甕4(1) 1858 100 A(100)x1 CDH2

0 後葉 SB5351 埋甕2(2) 131008 200+131008 Ax1,B' H2

0 後葉 SB5352 埋甕中 2 200 Axl CH2 オニグル ミ1

0 後葉 SB5353 炉 20008 200 Ax1 CH2 シソ科1

0 後葉 SB6701 炉1層 410g 200 Ax1 CH

0 後葉 SB6701 炉2層 3908 200 Axl H2

0 後葉 SB6701 炉3層 2908 240 A(2408)x1 H12 不明動物遺存体3
0 後葉 SB6703 埋甕中 93008 200+88008 Axl,B' ACH2

0 後葉 SB6703 炉1層 365g 200 Ax1 H2

0 後葉 SB6703 炉3層 365g 200 A(365g)x1 H
0 後葉 SB9001 埋甕1 34008 200 Axl CDH12 スベ リヒユ近似種1/不 明動物遺存体1

0 後葉 SB9003 炉内土器 3208 150 A(150)x1 CH2

0 後葉 SB9003 炉内灰 14308 200 Axl H2

0 後葉 SB9006 埋甕 88508 200 Axl H2

0 後葉 ST5101内
SX5512

1層 14 2200 Ax1,ABxl ADFGH2 不明種子1 イネ籾1

0 後葉 ST5103a内
SX5505

1層 1 2000 ABxl AC2 オニグル ミ1

0 後葉 ST5103bP4 1層 3 2000 ABxl ACDH2 オニグル ミ1 キク科果実1
0 後葉 ST5123P4 1層 1 2000 ABxI ACDH2 オニグル ミ1 キ ク科果実1
0 後葉 ST5123P4 2層 2 2000 ABxl ACH2 オニグル ミ1
0 後葉 ST5123P4 3層 2 2000 ABxl H2

0 後葉 ST5124P2 1層 4 6000 ABx3 ACDFGH123 オニグルミ3・ クリ2・ニ ワ トコ属2/コ イ
科椎骨1

ナデシコ科種子
1・ キク科果実1

0 後葉 ST5124P3 1層 2 2000 ABx1 CDH2 オニグル ミ1 ミズ属果実1
0 後葉 ST5124P3 3層 2 2000 ABxI CDH2 オニグル ミ1
0 後葉 SK5561 骨集中 2 2000 ABx1 CDH2

0 後葉 (SK7664) 2層 1808 100 A(100)x1 CDH2 ニワ トコ属1

0 後葉 SF5130 SK55191層 5 2000 ABx1 ACDEH24 オニグルミ1

0 後葉 SQ4803a
(S21埋甕1A)

埋甕 53108 700
Ax3,
A(100)x1 DH2

0 後葉 SQ4803b
(S21埋甕1B)

埋甕 785g 300
Axl,
A(100)x1 DH2

オヒシバ胚乳2
・エノコログサ

属 穎2・ ナデ シ
コ科種子1

0 後葉 SQ5507a 埋甕内 165108 800 Ax4 CGH2

0 後葉 SQ5529 埋甕 1 2000 ABxl ACD2 オニ グル ミ1・ス ミレ属1・ニ ワ トコ属1・不明種 子1 アブラナ科種子1
0 後葉 SQ5531 埋甕 43008 200+38008 Ax1,B' CDGH2 不明魚骨1 キク科果実1
0 後葉 SQ5532 埋甕 47008 200+42008 Ax1,B' CDH2 ニワ トコ属1

0 後葉 SQ5534a 埋甕 118008 200+115008 Ax1,B' CGH2 イネ科穎1
0 後葉 SQ5539 埋甕 1 200+18008 A× ユ、B' DH2 イネ籾1
0 後葉 SQ5542 埋甕 91008 400 Ax2 ACH124 オニグル ミ1/不 明動物遺存体2

0 後葉 SQ5551 埋甕 27008 200+23008 Axl,B' ACDH12 オニグル ミ1・不明種子1/硬 骨魚綱椎骨1

0 後葉 SX5501 炭化物集中 1 2000 ABxl ACD2 オニグル ミ1・カラムシ属1 キク科果実1
0 後葉 SX5502 埋甕 18708 200 Axl CH2 オニグル ミ1
0 後葉 II24J21 埋甕 265g 100 A(100)xl CH

0 後葉 IN4JO4 土器内 4258 200 Axl H2

0 後葉 IN23J22 包含層6 1 2000 ABx1 ACDH オニグル ミ1

0 中葉 SB6801 埋甕内 167208 400+14508 Ax2,B' H2

O 中葉 SF9021 9608 200 Ax1 DH12 不明魚骨1/噛 歯目下顎切歯1・不明動物遺存体1

O 前葉 SB5401 埋甕1層 40008 200+35008 Ax1,B' H2

0 前葉 SB5401 埋甕2層 650g 200+1508 Ax1,B' H2

0 前葉 SB5401 埋甕3層 45008 200+41008 Axl,B' H2

O 前葉 SB5401 埋甕4層 50008 200+46008 Ax1,B' H2

0 前葉 SB5404 埋甕1層 650g 200+1508 Axl,B' H2

0 前葉 SB5404 埋甕2層 7608 200+660g Ax1,B' H2

0 前葉 SB5404 埋甕3層 10008 200+600g Ax1,B' H2

0 前葉 SB5404 炉中土 14008 200+9008 Ax1,B' CH2

0 前葉 SB5407 3層 381008 200 Axl H2

0 前葉 SB5412 埋甕炉1層 7208 200 Axl CH2

0 前葉 SB5412 埋甕炉2層 8058 200 Ax1 CH2

0 前葉 SB5412 埋甕炉3層 6108 200 Axl H2

0 前葉 SB5412 埋甕炉4層 700g 200 Axl CH2

0 前葉 SB5412 埋甕炉5層 30008 200 Ax1 H2

0 前葉 SB5412 炉2焼 土 28008 200 Axl H

0 前葉 SB9008 炉内土器内 13508 200 Axl CH2

0 前葉 SB9009 土 器No.1中 3758 200 Axl CDH2

0 前葉 SB9010 埋甕内灰 3308 200 Ax1 H12

0 前葉 SB9012 埋甕炉灰 175g 100 A(100)x1 H12 サケ科尾椎棘突起1

0 前葉 SQ7003 全層一括 56500g 800 Ax4 CDGH12 オニ グル ミ1・タデ属B1・マメ科B1・不 明種
子1/ド ジョウ科椎骨1/不 明動物遺存体10

0 前葉 SQ9002 埋甕炉灰 3408 200 Axl CH2

0 前葉 IH25J-35 焼土灰集中 174008 400 Ax2 CDH2
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はSQ7003の 内容が圧倒的に多い。また、前葉の埋甕炉内は、炉内は もとよ り後葉の埋甕内よ

りも 「作業員拾い出し」段階から内容が貧弱であり、逆に前述 したオニグル ミを除 く埋甕内の

植物遺体残存過程が問題 となる。住居内埋甕の一部は底部が打ち欠かれていることや、1つ の

埋甕内に同一種の遺体が複数検出された例や複数の埋甕に共通するものは見られないこと、全

ての埋甕から種実類が検出されたわけではないことなどか ら、 これらが埋甕内か ら検 出された

背景に機能時における何 らかの意味を見いだすことは現時点では難 しい。

2魚 骨 か らみ た千曲川 での漁労活動

サケ漁の可能性 『延喜式』によると信濃か らの中男作物 として楚割鮭 ・氷頭 ・背腸 ・鮭子が

貢納されたことからも解 るように、信濃は古来鮭の産地 とされてきた。昭和に入ってからも千

曲川 ・犀川におけるサケの漁獲高は、一万入五〇〇貫(69,375kg)に 相当するというデータが

あり(市 川1996)、 西大滝ダム建設以前に多 くのサケが遡ってきたことを物語 る。一方縄文時

代の分析 では、全国的にも節 を用いた水洗選別方法を採用す る機関の広が りと共に、椎骨を含

むサケ科の遺存体の報告例 もかなり増えてきた。 しかしながら長野県内の魚骨の出土は、縄文

早期の栃原岩陰の 「サケ科」に限 られ、その他には飯山市山の神遺跡出土縄文晩期の魚形線刻

画 にサケの可能性があるに止 まっていた(註6)。その ような中で今 回屋代遺跡群では、表1の

「最終報告 と個数」で示 したように、「サケ科」・「コイ科」・「ドジョウ科」 を中心に51点 の魚類

遺存体が確認されている(高 橋2000)。 報告によると産卵のために千曲川を遡上 した と推測さ

れるサケ科の歯が含 まれているため、 これ らは小型 とはいえ千曲川での淡水漁労によって獲得

されたものと理解される。ただ しドジョウ科 ・コイ科魚類は 「椎骨」が検出されているのに対

し、サケ科は中期前葉の 「尾椎棘突起」が1点 、後葉の 「歯」が3点 で、「椎骨」は確認 され

なかった。この結果はサケの産卵場所に近い内陸部の遺跡での傾向 と一致する。このような各

地の状況に対 しては 「内陸部の遺跡では 日干 し乾燥、あるいは薫製を併用 して効率 よく保存処

理するために、現地で頭部 を切 り離 し」、消費遺跡に搬出したとい う解釈(松 井2000)が なさ

れている。今回の場合は、母集団が少いため推論の域を出ないが、縄文時代の交換 ・交易 を考

える上での課題 とし、今後の資料蓄積に期待 したい。

住居跡埋土の魚骨 住居跡からの魚骨の出土状況を概観す ると、SB5311の4層 では ドジョウ

科椎骨 ・コイ科椎骨 ・サケ科歯が出揃い、SB5341の2・4層 で もコイ科椎骨が見 られ,る。前

者は炭化物などを殆 ど含まない厚い第1埋 没土が堆積 した後に、土器 ・石器などを廃棄 した廃

棄層で、調査時から炭化物が多 く含 まれていたが(図2)、 手掘 りによって種名の解 る獣骨は

出土 しなかった。ところが、水洗選別では魚骨が多数の食用植物やイノシシなどの歯 とともに

確認 されている。このことや植物遺体 ・土器 ・石器の出土状況から、このような炭化物 を多 く

含む層は、廃絶住居の埋没過程に食物残澤 と生活残澤の両者 を廃棄 した場所 と推測され る。 こ

れは貝塚 とも共通する。一方後者でも、上 ・下の層理面に焼土 ・炭化物が集中していた。

炉内の魚骨 住居の炉か らの採取で水洗選別 を行 えたものは今 回少なかったが、SB5316の 炉

の灰 ・焼土層中からはサケ科歯2点 とコイ科椎骨11点 が、屋外炉跡のSF9021か らは不明魚骨が

出土した。両者ともに200ccの みの選別で抽 出されたものであることから、他 と比べ て回収率
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が高い。炉内の魚骨遺存の背景には、①食用 として焼いていたものの残 り、②再加熱により二

次的に利用 しようとしたもの、などが考えられ るが、加熱の程度の検討が必要である。

Vお わ りに

以上、屋代遺跡群での微細遺物の採集 ・選択方法 を新 たに表示 し、同定結果 を振 り返って き

た。実際には報告書編集段階で出土状況か ら逆に植物遺体 の遺存過程 を検討 し、考察 を依頼 し

ていた専門家に積極的に情報 を提供することができなかったことが、本稿 を起こす契機 となっ

た。今回特に、雑穀類の定着度 と栽培、サケ科椎骨の欠落の背景などの課題が浮上 し、フロー

テーションと0.5mmメ ッシュ節の有効性、炉 内堆積物の重要性、炭化物の比較的多い住居跡埋

土の情報量の多さが確認された。 これらの点 を念頭に入れ、今後何 らかの機会を見つけ、期問

中に洗いきれなかった土壌の選択 と水洗選別 を行い、屋代遺跡群 での結果 を補完 していかれた

ら望外の喜びである。

かつて中部高地 を舞台 として提唱された、「縄文農耕」 を発端(藤 森1979)と す る縄文人の

植物利用状況の研究は、鳥浜貝塚、臼尻B遺 跡、粟津湖底遺跡、三内丸山遺跡をは じめとする

微細遺物を含む動 ・植物遺体の検出などの成果か ら、今 日、格段に進展 してきた。屋代遺跡群

の成果 は、たとえ内陸部の遺跡であろうとも水洗選別方法の導入によって、再び中部高地の側

か らこの問題に迫れる可能性 を示 したものといえよう。 また今回の実践で、縄文人の食物 リス

トを語 るためには道具類の研究や大形獣骨の回収のみでは絶対的に不十分であることを改めて

認識 させ られた。縄文人が残 し、数千年の悠久の時が守って くれた遺跡は、たった数 ヶ月の発

掘調査によってこの地上か ら永遠に消える。廃棄 される運命を辿る土がひ弱に叫ぶ メッセージ

でさえも聞き取ってい く姿勢、そしてそのための継続的な体制 を整備す ることも、遺跡を調査

するものの使命ではないだろうか。(2001.2.7稿 了)

最後に、本プロジェク トに多大なる御協力 を賜った辻誠一郎 ・高橋理 ・南木睦彦 ・住田雅和

・辻圭子の各氏、屋代遺跡群整理班の寺 内隆夫氏 ・平出潤一郎氏、根気の必要な水洗 ・分類作

業 を進めて くれた元長野県埋蔵文化財センタ.__._上田整理棟 の作業員の皆さんに心からの感謝 を

表します。 また、今から13年前の夏、吉崎昌一先生、椿坂恭代氏によって精力的に進め られて

いる植物遺体の検出 ・分析 を見学させていただき、 また、須藤隆先生のご指導の下に、富岡直

人氏を中心に行 われた荒屋遺跡 ・中神遺跡での植物遺体回収作業か らも多 くの刺激 を受けまし

た。末筆ながら感謝いたします。

註

1屋 代遺跡群縄文集落は1993・94年 に調査されたが、その後1998・99年 の2年 間で3000箱 を越す遺物と更

埴条里遺跡も含めて全遺構の整理報告を刊行 した経緯上、豊富な内容に比して報告の不備が顕著である。

今編はその補足分の 「その2」 で、「その1」 は 「千曲川水系における柄鏡形敷石住居の成立」『長野県

の考古学』IIと して近刊予定である。

2上 田整理棟が閉鎖されることになり、1999年 度には水洗選別が可能な場所の確保と顕微鏡による分類の

研修を積んだ作業員の確保が困難になる可能性が高いことから、作業は1998年 度のみに限定 した。
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3土 壌の水洗と低倍率の実体顕微鏡下での分類作業のプロジェクトは、当初、『屋代木簡』が出土した古

代の溝 ・流路の微細遺物の抽出と鑑定のために組 まれた。具体的には6名の作業員と担当の調査研究員

を対象に、国立歴史民俗博物館辻誠一郎氏、福田美和氏、住田雅和氏、流通科学大学南木睦彦氏らの指

導が、実践的に行われた。作業3年 目に、ほぼ同一メンバーが縄文遺物の整理に移行した。その結果、

例えば屋代遺跡群SB53111層No.1・1800A、2層No.2・1800Aの 「アカザ属種子」、同1層No.1の 「ギ

シギシ属果実」など、作業員による仮同定の記述は、専門家による同定結果(辻 ・住田・辻2000)と 完

全に一致する場合がみられ、彼女らが短期間の集中的な トレーニングによってかなりの同定力を身につ

けていたことが解る。

49は 乾燥重量ではない。また結果的にccと9表 示が併記されることになり、混乱を招いたが、9表 記の

資料の中から例、えばSB5319の 「マメ科C」 、SB5324「 囑歯目」など豊富な同定結果が得られている。

この表示方法は上田整理棟解体のための引っ越 し作業の合間の僅かな時間をも無駄にしないための苦肉

の策であったことを考慮すれば、資料の水洗選別を行えたことこそに意義があると考えたい。

5た だしオニグルミ・クリ以外の炭化植物遺体で同定結果が得られたサンプルのうち、事前に作業員が認

定できたサンプルのみの結果である。

6幼 生がサケ科のエラに寄生して成長するカワシンジュガイは、小諸市石神遺跡、真田町唐沢岩陰遺跡な

どでも出土しており、サケ科の存在の傍証になる(宮 下1997)。

報告書引用 ・参考部分

本文中の 「報告書」とは 『上信越自動車道埋蔵文化財発掘調査報告書24一 更埴市内その3一 更埴条里遺

跡 ・屋代遺跡群一縄文時代編一』長野県埋蔵文化財センター を指し、以下が本稿の引用項である。

高橋 敦2000「 第9章 第4節 炭化材の樹種」

高橋 理2000「 第9章 第5節 屋代遺跡群出土の魚類遺存体、第6節2水 洗選別によって確認された

動物遺存体」

辻誠一郎 ・住田雅和 ・辻圭子2000「 第9章 第3節 屋代遺跡群の縄文時代の大型植物遺体群」

辻誠一郎2000「 第10章 第3節1更 埴条里遺跡 ・屋代遺跡群の環境史(4)」

寺 内隆夫2000「 第1章 第3節3調 査対象となった層序」

水沢教子2000「 第9章 第1節 縄文時代の動 ・植物相の復原」

引用 ・参考文献
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号
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